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都市再生整備計画（第5回変更）
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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 325 ha

平成 19 年度　～ 平成 23 年度 平成 19 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

回／年 H18 H23

回／年 H17 H23

21

船着場発着回数 地区内の船着場発着回数 　水辺空間の魅力の向上により舟運交通を推進し、船着場発着回数を増
加させ、御堂筋周辺地区の活性化を図る。

8,029 9,000

イベント開催数 地区内のイベント開催数 　まちの魅力の向上やプロモーション活動によりイベント開催を促進し、御
堂筋周辺地区への活力とにぎわいを誘導する。

大目標：御堂筋周辺へ活力とにぎわいを誘導する
　目標１：まちの魅力の向上及び効果的なプロモーション活動により集客力が向上し、地区に来訪する観光客を増加させる
　目標２：河川から見た景観の向上により舟運交通の魅力を高め、地区の活性化を図る

18

【現況】
　御堂筋周辺地区は大阪市の中央部に位置しており、地区の中心には大阪の都心部を南北に貫くメインストリートで、国際集客都市大阪の顔でもある御堂筋が位置している。その沿道は風格あるビジネスゾーン、活気あふれる商業文化ゾーンなど特徴ある
街区が形成され、業務・商業・文化面にわたり大阪の中枢機能を担っている。
　大阪経済の低迷が長期化するなか、平成12年11月に「新しい時代の御堂筋」協議会が結成され、平成13年4月には御堂筋の活性化策として「御堂筋活性化アクションプラン」が策定されており、公民連携による種々の活動、事業が進められてきた。平成18
年10月には、3ヵ年を計画期間とする「御堂筋活性化アクションプラン2008」の策定に向けた「中間とりまとめ」を行い、平成19年には、御堂筋の活性化に寄与すべく御堂筋完成70周年記念事業シンポジウムを開催するとともに、御堂筋の将来像のあり方につ
いて検討を進めている。
 一方、平成13年12月に「水の都大阪の再生」の都市再生プロジェクト決定を受け、大阪の新たな枠組みとして平成14年10月に設立された水の都大阪再生協議会により、公民協働して取り組む指針として「水の都大阪再生構想」が策定され、以後この再生構
想の実現に向けて取り組みが進められている。
　また、大阪がもつ都市の歴史、水の都としてのポテンシャルを生かし、「四季折々の花と緑あふれ、美しい光に彩られる水の都」をコンセプトにしたまちづくりを行うため、平成14年9月に花と緑・光と水懇話会が発足し､平成15年3月には今後の大阪の都市づく
りの方向性を示す提言「大阪花と緑・光と水のまちづくり」が取りまとめられた。この提言の実現に向け、具体的な検討を行うため４つの企画検討委員会がつくられており、各委員会での検討結果は平成16年4月の懇話会で了承され、平成21年のシンボルイベ
ント「水都大阪２００９」開催が合意された。｢水都大阪２００９」は、大阪府・大阪市・経済界が一体となった取組みで、懇談会によって設立された水都大阪２００９実行委員会において,実施計画を策定、平成21年8月～10月に開催され、約190万人が訪れた。
　平成22年2月の実行委員会において、水都大阪のさらなる推進に向けて、水都の再生のためのハード、ソフト事業を別々に担当していた「水の都大阪再生協議会」「花と緑・光と水懇話会」の両組織を、「水都大阪推進懇話会」に再編し、一体的な事業展開を
図っていくことが承認された。
【経過】
平成13年12月　「水の都大阪の再生」の都市再生プロジェクト決定
平成14年7月　「大阪駅周辺・中之島・御堂筋周辺地域」および「難波・湊町地域」が都市再生緊急整備地域に指定
平成21年8月22日～10月12日　「水都大阪2009」開催

・近年、地区内で新たなにぎわい拠点となる商業集積が進んでおり、これらのネットワークの構築、回遊性のある歩行者空間の形成が求められている。
・水都大阪の魅力創出となる新たな水上交通ルート開設のため、観光船の乗客から見た橋梁の景観を改善し、水上交通の魅力の向上を図る必要がある。

 都市再生緊急整備地域の地域整備方針において、”御堂筋沿道を中心とし、既存の都市基盤の蓄積等を活かしつつ、風格ある国際的な中核都市機能集積地を形成”することを整備の目標としている。
 大阪市総合計画の土地利用方針において、「御堂筋周辺においては、業務・商業機能の高度化を促進するとともに､ゆとりある空間の創出と都心の持つ風格や歴史・文化資源、水・花・緑の魅力の活用により、夜間や休日でも歩いて楽しめる、都心の新たな
賑わい空間の創出を図ります」とされている。
 都市再生プロジェクト（第３次決定）「大都市圏における都市環境インフラの再生」のなかで、”「水都大阪」を再生するため、都心部の河川について沿川のまちづくりと一体となった再生構想を策定するとともに、このうち先行的に道頓堀川の環境整備を推進す
る。”こととされている。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

都道府県名 大阪府 大阪市 御堂筋周辺地区

計画期間 交付期間 23



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他
（地元まちづくり団体と連携した取組み）
・大阪市と地元まちづくり団体である「御堂筋まちづくりネットワーク」により、御堂筋歩道内に設置されている23点の彫刻（土佐堀通～中央大通）の清掃を行っている。
・御堂筋周辺において「まち美化パートナー制度」等の各種制度を用いた団体が活動しており、今後､制度をいっそう活用した公民連携した美化・維持活動を拡充していく。
・御堂筋まちなみ誘導要綱区域において、御堂筋のまちなみ景観の形成に向けて、景観法に基づく景観協議会等の制度を活用して、公民連携して風格あるまちなみ景観の形成に取り組む。

方針に合致する主要な事業
　道頓堀川水辺整備による遊歩道の整備や湊町・南堀江地区を結ぶ道頓堀川人道橋の新設により、道頓堀周辺での新たな回遊路を形成するとともに、
大黒橋の大規模改修や相合橋の美装化等により、まちの景観の向上を図り、御堂筋周辺地区の魅力を高める。さらに、イベント開催を促進して地区の認
知やイメージを高め、御堂筋周辺地区のさらなる集客力の向上を図る。

道路事業　[(仮称)道頓堀川人道橋]、[相合橋]、[大黒橋]
地域生活基盤施設　[(仮称)道頓堀川人道橋]
高質空間形成施設　[御堂筋周辺]
河川事業　[道頓堀川水辺整備事業]
河川事業（関連事業）　[道頓堀川水辺整備事業]
関連事業　[水都大阪2009]

道頓堀川水辺整備事業により遊歩道を整備するとともに、それに伴う道頓堀川人道橋の新設や大黒橋の大規模改修、相合橋の美装化を行い、遊歩道
を歩く歩行者や観光船の乗客から見た水辺空間の景観向上を図る。また、東横掘川や中之島周辺に架かる既存橋梁の景観整備等を行うことにより、観
光船の乗客から見た橋梁の景観を改善し、舟運交通の魅力を高める。

道路事業　[(仮称)道頓堀川人道橋]、[相合橋]、[大黒橋]
地域生活基盤施設　[（仮称）道頓堀川人道橋]
高質空間形成施設　[御堂筋周辺]
地域創造支援事業　[御堂筋周辺]
河川事業　[道頓堀川水辺整備事業]
河川事業（関連事業）　[道頓堀川水辺整備事業]



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 大阪市 直 Ｌ＝76.3m 平成17年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度 516 192 192 192

道路 大阪市 直 Ｌ＝42m 平成19年度 平成22年度 平成19年度 平成22年度 178.6 178.6 178.6 0 178.6

道路 大阪市 直 Ｌ＝35.96m 平成19年度 平成22年度 平成19年度 平成22年度 565 565 565 0 565

公園

古都及び緑地保全事業

河川 大阪市 直 L=95m 平成19年度 平成23年度 平成19年度 平成23年度 1,005.9 1,005.9 1,005.9 1,005.9

河川 大阪市 直 L=50m 平成19年度 平成23年度 平成19年度 平成23年度 685.46 685.46 685.46 685.46

下水道 －

駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設 大阪市 直 － 平成16年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度 464 173 173 173

高質空間形成施設 大阪市 直 － 平成20年度 平成23年度 平成20年度 平成23年度 409.09 409.09 409.09 409.09

高次都市施設 －

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 3,824 3,209 3,209 3,209 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
大阪市 直 8橋 平成20年度 平成21年度 平成20年度 平成20年度 3 3 3 3

0

0

－ 0

－ 0

－ 0

－ 0

合計 3 3 3 3 …B
合計(A+B) 3,212

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
大阪市 国土交通省 L=2.7Km ○ 平成7年度 平成27年度 20,865

水都大阪２００９実行委員会 ○ 平成20年度 平成21年度 900

合計 21,765

道頓堀川水辺整備事業 道頓堀川

水都大阪２００９ 中之島公園・八軒屋浜

0

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

全体事業費

まちづくり活
動推進事業

－

－

事業活用調
査

－

－

細項目 うち民負担分

地域創造
支援事業

御堂筋周辺 0

0

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

住宅市街地
総合整備
事業

－ 0

－

－

－

－ 0

道頓堀川（道頓堀橋橋下区間） 0

道頓堀川（可動堰区間） 0

（仮称）道頓堀川人道橋 0

相合橋

大黒橋

交付期間内事業期間

交付対象事業費 3,212

細項目 うち民負担分

交付限度額 1,384.9 国費率 0.431

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間


